
ニューズレター９号をお届けします。いま大学では新キャンパス建

設と歩調を合わせて130年志の編集が進行中です。それに合わせ、

将軍山会館にて学院志（年誌）をテーマとする企画展を準備中です。

将軍山会館は大学校友会からのご寄付によって設置されましたが、

この先大学に加えて学院の擁する各学舎をテーマとした展示も検討

中です。開催の折にはぜひ足をお運びください。

　（藤吉圭二）

2019年2月15日発行

追手門学院大学 一貫連携教育部 学院志研究室 第９号

お知らせ （ 年 月～ 月）

主な活動

月 日 （スチューデント・ジョブ）の学生１名が

毎週水曜日に資料室でアーカイブ業務

日 第 回室員会議（将軍山会館ロビー）

１０日

２２日 学院志研究室 第８号発行

松谷直樹さん（高校 期生）より寄贈

日まで 将軍山会館開館 周年記念企画展

「 年のあゆみ」を開催（将軍山会館）

月 ５日 学院創立 周年記念企画展

日 学院創立 周年記念式典

日 第 回室員会議（将軍山会館ロビー）

（大阪城ホール）

年 月 日まで

「いざ、総持寺へ！新キャンパスへの

飛翔」を開催（将軍山会館）

タキヤ㈱の中村信男さん

（大学 期生）より、地震

で破損したビリケン像の

展示ケースを寄贈

 

月２８日 茨木シニアカレッジ（ 名）が将軍山

会館の展示を見学

月 ７日 第 回室員会議（将軍山会館ロビー）

１１日 全国大学史資料協議会

１３日 大阪府立福井高等学校が将軍山会館

の展示を見学

西日本部会第 回研究会（大阪工業大学

梅田キャンパス）に出席（篠原）

（ 月 日まで）

私がSJを始めたきっかけは、募集を見

てなんとなく私にもできそうかな、と

思ったからだった。

実際仕事を行ってみると、短すぎる映

像や何が映っているのかまったくわから

ないものなど様々なものがあり大変だっ

た。だが、わからないことがあっても小

倉先生に丁寧に１つずつ教えてもらえた

ことによりスムーズに仕事をこなすこと

ができたと思っている。

今日でSJは最後だ。最近はこの時間が

すごく楽しみだったのでとても寂しいな

と感じている。また機会があれば、この

ようなSJをしたいな、と思っている。

地域創造学部1回生 河合 咲弥

２５日
年以降に撮られたと考えられ

学院志研究室では今年度、縦10cm

×横6cm(名刺大)の写真を東京の古書

店から購入しました。

表面には軍服姿の高島鞆之助。

裏面には「髙嶋鞆之助ノ像」と書か

れており、「栗原」という印鑑が押

されています。軍服の形式や勲章を

２つ下げているところから、明治19

（1886）

ます。

将軍山会館には、前号でご紹介し

た「写真つき小物入れ」、そして解

説板にも高島の写真があります。で

すが、この写真の高島はどちらとも

異なっています。

学院創設者 高島鞆之助の写真

表面 裏面

写
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「写真つき小物入れ」の写真は西南戦争 1877

年)後に撮影されました。このとき、高島が

「高嶋鞆之助ノ像」の勲章のうち１つを左胸

につけているのがわかるでしょうか。

将軍山会館の解説版に使用されている写真

は明治末から大正時代に撮られたと推測され

る晩年の高島です（1917年没）。

今回購入した「高嶋鞆之助ノ像」は、この

２枚の写真の中間の時期に撮られたと考えら

れます。高島鞆之助が、追手門学院の発祥と

なる大阪偕行社附属小学校を創ったのは明治

21 1888 年ですから、もっとも近い時期の高

島を写した写真といえるかもしれません。

（尾崎 智子）

▲ 将軍山会館の解説版に
使われている「高島将軍像」
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